
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルスの感染拡大にあたって 

NPO 法人全国森林インストラクター神奈川会 

理事長 田中真次 

 

WHO によると、3 月 29 日現在の新型コロナウイルス感染症の感染者数が世界全体で 60 万人を超え、毎日驚

くほどその感染者が増えており、死者も約 3 万人を記録して、その終息の出口が全く見えません。この感染症は

あっという間に世界を駆け巡り、局地的な対応からパンデミックとして全世界的な対応が求められる局面となり、

一部の地域を除き平和な生活を送ってきた地球全市民を震撼させている重大な事態を引き起こしています。国内

でも感染状況は引き続き持ちこたえておりますが、都市部を中心として感染源の分からない、海外から帰国され

た感染者も増えており、この感染が拡大傾向にあり、市民生活にいろいろな深刻な問題が生じています。国境封

鎖をして人の移動を封じた出入国制限は江戸時代の鎖国制度のようで、東京都はこのような事態を「感染爆発の

重大局面」ととらえ東京都・神奈川県・千葉県・埼玉県・山梨県における不要不急の外出の自粛は徳川幕府が江

戸を守るための関所のようで、まるで江戸時代にタイムスリップしたようです。 

草木が茂り、生き物が蠢き、人が活動する。皆で守ろう、この地球！ 

ＮＰＯ法人全国森林インストラクター神奈川会  http://www.jfik.org/ 
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このような深刻な状況の中で、3 月 27 日の NHK の NW9 でのノーベル賞受賞者の山中伸弥教授へのインタビ

ューで「新型コロナウイルスはすぐそこにいるかもしれないと自覚することが大切です。桜は来年も必ず帰って

きます。もし人の命が奪われたら、二度と帰ってきません。」というメッセージに感銘を受け、脳裏から離れま

せん。今年は自然観察会での満開の桜の下で三色団子の色の話しはあきらめました。また先日の横浜市環境創造

局によれば、このウイルス感染に関連して公園愛護会へのイベントの自粛は要望しているが、森づくり保全活動

に対する指針は発表されていないとのことでした。 

現在、市民生活にいろいろな制約や不都合が生じておりますが、長期化するこのウイルスとの闘いに勝利する

まで JFIK 会員一人一人が責任のある行動で乗り切っていかれるようによろしくお願い申し上げます。                              

 

                                                                                           

 

 

下に記したもの以外の種々の活動につきましては、新型コロナウイルスの感染拡大防止のためすべて中止です。 

 

★■名瀬谷戸の会 

名瀬谷戸の会の作業は下記の通りです、参加希望の方はメール又は電話で会長の田中(真)まで事前にお知らせ下

さい。 

日 時：4月13日（月）、20日（月）、5月2日（土）、11日（月）、18日（月） 

📩：m.tanaka@feel.ocn.ne.jp  ☎：090-1542-2154                      

新型コロナウイルスの状況により変更の可能性があります。                  （福田記） 

 

★■「神奈川の身近な自然を訪ねて」4月、5月、6月企画中止のお知らせ 

 毎月、多くの皆様に参加していただいている「神奈川の身近な自然を訪ねて」ですが、新型コロナウイルス感

染症対策専門家会議による「新型コロナウイルス感染症対策の見解や状況分析・提言」を受け、感染症の感染拡

大防止と一般参加者及びスタッフの安全を考え、4月、5月、6月の企画を中止させていただきます。 

 再開の時期が決定しましたら、ホームページでお知らせいたします。             （大橋記） 

 

★■四季の森公園 

新型コロナウイルス対応のため、3 月の行事はすべて中止になりました。4 月についても、公園より通知があ

り、県の方針として自粛を継続することになりました。 

4 月の予定で我々に関係するのは次の通りです。すべて中止になります。 

・特定植物「サクラ観察」手話付き、「スミレの仲間」、「ユリの仲間、ランの仲間」 

・マスター塾 

・自然を訪ねて「樹の花、草の花」 

・公園まつり 

・ネイチャークラフト 

3 月の行事は中止で、ビジターセンターやワークセンター、会議室は閉鎖されていました。公園はオープンし

ており、学校が休校になっているためか、遊戯をする人、テントを張る人、散策する人などでウィークデーでも

賑わっていました。いつもは空いている駐車場も順番待ちのようでした。サクラが咲いてからはなおさらです。 

ソメイヨシノの前は、カワヅザクラ、カンザクラ、カンヒザクラ、コヒガンザクラ、ヨコハマヒザクラなどを眺 

る人が多かったです。                                   （福田記） 

活動予定 

mailto:m.tanaka@feel.ocn.ne.jp
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■室内勉強会 

4 月の室内勉強会は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため中止させていただきます。5 月以降に

ついては、状況により判断する予定ですので、会員宛メールでお知らせいたします。        （吉原記） 

 

■鳥こい倶楽部 第 6回 

「八菅山」 （案内人：池田倫子さん） 

 下記★新型コロナウイルス感染拡大防止策をご理解の上、参加下さい。 

愛川町に位置する八菅山（はすげやま）は、由緒ある八菅神社を抱き、スダジイ他の樹木やランなどの希少な

植物も多い自然豊かなところです。225m の頂上付近には展望台があり軽いハイキングコースとしても人気のある

山です。四季を通じて野鳥の種類も多く、初夏にはオオルリ、キビタキはもちろん、サンコウチョウ、ヤブサメ、

センダイムシクイなど毎年確認しています。今回は夏鳥のさえずりを楽しむ目的で企画しました。 

 

日 時：5月 11 日（月）10:00～15:00 

集 合：愛甲郡愛川町中津 八菅橋下 中津川左岸河原（地図参照） 10:00 

小田急本厚木駅から神奈川中央交通バスで「一本松」バス停で下車し、徒歩 13分 

河原に駐車可能ですので、マイカーでの参加も可能です。 

3 月 6 日 カンザクラ・カンヒザクラ・サンシュユの競演            3 月 11 日 スイセンとミツマタ 

 

 

3 月 18 日 カツラ雌花 雄花も咲いていた           3 月 18 日 ヨコハマヒザクラ 
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解 散：同上 15:00 頃 

コース：中津川よりスタートして八菅山いこいの森を一周します。 

参加費：500 円（CONE 保険・資料代含む） 

装備等：ハイキングの服装（雨具含む）、お弁当、飲み物、双眼鏡、スコープ（お持ちの方）、野鳥図鑑 

参加対象：JFIK 会員、会員の家族、友人・知人など（会員が同行し、連絡先など確かな方) 

参加申し込み：2日前までにメールで中澤均 h-naka@k04.itscom.net まで 

雨天中止：雨天予報、荒天予報の場合は中止します。中止の場合は、前日 JFIK-ML にてお知らせします。 

その他：途中で参加、途中で離脱も可能です（参加費は同じ） 

 

★新型コロナウイルス感染拡大防止策 

・国や自治体（神奈川県など）から非常事態宣言や外出自粛要請などが出されている場合は、観察会を中止しま

す。（中止の場合は、JFIK-ML にてお知らせ） 

・発熱や咳などの症状のある方、基礎疾患がある方などは参加をご遠慮ください。 

・参加の際は、咳エチケット（マスクの着用など）、こまめな手洗いをお願いします。 

・集合場所への移動の際は、満員電車・満員バスの利用をお控えください。 

 （河原の駐車場が利用可能ですので、マイカーでの参加も可能です） 

・観察行動の際は、向かい合って話し合わない、大声を出さない、余り接近しあって観察しない、双眼鏡などの

貸し借りをしない、スコープは持ち主のみが操作するなどお願いします。 

・参加者が多い場合は、１班 10 人以下のグループに分けて行動します。             （中澤記） 
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■名瀬谷戸の会 

＜定例活動＞ 

作業 1回目 

日 時：3月 7日（土）新型コロナウイルス対応のため中止 

 

作業 2回目 

日 時：3月 16 日（月）10:00～15:00 

参加者：合計 19 名（JFIK：4 名 地元・地域ボランティア：9名 見学者：5 名 メダカの会：1名） 

作業内容：ゾーン 1の落ち葉かき、ゾーン 6のマダケ／モウソウチクエリアの保全作業 

                       

 

作 業 3 回目 

日 時：3月 23 日（月）10:00～15:00 

参加者：合計 20 名（JFIK：8 名 地元・地域ボランティア：12名） 

作業内容：ゾーン 6のモウソウチクエリアで古い竹や木の片付け・伐採、竹串作り（残す親竹の目印用） 

                                                 

 

 ＜環境教育・研修・ＣＳＲ活動等＞ 

里山イベント 

日 時：3 月 22 日（日）午前中 近隣の子供、保護者、名瀬谷戸の会の約 40 名で里山探検、草花遊び、ネイチ

ャーゲーム、竹伐り体験等を楽しんだ。休校中のストレス発散が出来た。            （福田記） 

活動報告 

集合写真 ゾーン 1 落葉かき 

ゾーン 6 での片付け 竹串作り 
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＜その他＞ 名瀬 おまけの写真 

 

                                                  

 

 

 

 

 

 

 

山笑うころ、再び－おやじ山の春 

関 孝雄 

 

16 期の関孝雄です。今、私は、越後長岡の山にいます。この山は私がガキの頃に

おやじと一緒に過ごしていた山で、昔を懐かしんで｢おやじ山｣と呼んでいます。麓

の村からは歩いて小 1時間ほどの山の中です。 

 会社勤めを辞め、郷里のこの山で暮らし始めて 15 年になります。雪国の山中なの

で、毎年、雪が降り始める 11月末には山を下り、翌年の雪が解け出す 3月中頃には

再び山に戻ります。しかし今年は、かつてないほどの小雪で、2 月下旬に山入りし

ました。 

 おやじ山が冬の眠りから目覚め、山笑う春を迎え、そして緑滴る夏、さらに錦で

装う秋から再び山眠る冬まで、おやじ山の景色は、何年過ごしてもそれぞれの季節

で新鮮な感動を与えてくれます。しかし、私が一番好きな季節は、何といっても冬

から春に向かう今の時期なのです。 

3 月 16 日は、ヒトリシズカが印象的だった 3 月 23 日 里山にはヤマザクラが似合う。 

3 月 23 日の集合写真 3 月 23 日 小学校は休み 

 

 

おやじ山 便り 

トキワイカリソウ 
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 早春の日差しに目覚めたおやじ山では、爆発的なカタクリの芽出しが

始まり、瞬く間に足の踏み場もないほどのピンクの大群落が山の斜面を

染め上げるのです。息を飲むほどのこの光景を、神奈川の森林インスト

ラクターの仲間達にも是非見てもらいたいと、おやじ山カタクリ観賞会

(おやじ山ツアー)を毎年続けて 7年になりました。年によって変動する

開花期と、スプリング.エフェメラル通りの草花ゆえに、大きくタイミ

ングが外れた年もありましたが、例年 10 数名の皆さんが神奈川から参

加してくれました。 

 そして 7年目の今年は、4月 12日におやじ山ツアーを企画して、神奈

川からの皆さんをお待ちしていましたが、残念ながら新型コロナの異常

事態で中止を決めました。 

 人里離れたおやじ山で暮らしていると、日々変化する山の風景が、時

間とともに体の中を通り過ぎて、季節の移ろいを全身で感じ取ることが

できます。おやじ山では、3月 28日に冬枯れの木々から一斉に新芽が萌

え出て、春が始まりました。翌 29日には雪が降つたものの、昨 30 日に

は例年よりも半月も早くギフチヨウの初蝶を見ました。そして今日 3月

31 日は、気温が 17 度まで上がって、ギフチヨウが何頭もおやじ山に飛

び交い、一昨日の雪に凍えていたカタクリが一斉に開花し、スミレサイ

シン、オオバキスミレが咲き、マキノスミレ、ナガハシスミレも負けじと咲き誇っています。そうそう、今日は

トキワイカリソウの花も見つけました。 

 おやじ山は春本番に向けてばく進中です。(2020 年 3月 31 日 記) 

 

表題｢山笑うころ、再び｣は、生前何度もおやじ山に来てくれた元 JFIK 会長故内野郁夫氏が、季刊誌マイガー

デンに執筆されたおやじ山の紹介記事｢山笑うころー新潟県長岡市｣に、心からの感謝を込めてタイトルに使わせ

ていただきました。 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マキノスミレ 

オオバキスミレ                  ショウジョウバカマ             おやじ山カタクリ大群落 
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「ヘンな名前の植物 ヘクソカズラは本当にくさいのか」  

 

著 者：藤井義晴  

発行日：2019 年 4月 30 日 第 1 刷 

出版社：㈱化学同人   

価 格：1800 円＋税 

 この本のオビに、「たかが名前、されど名前」と記され、

ハキダメギク、オオイヌノフグリ、ママコノシリヌグイの

写真が載っています。これらの名前について我々はある程

度知っていて観察会などでよく話題にすることがあります。

それだけだと知っている程度の内容ですが、この本ではさ

らにつっこんだ科学的な細かいところまで及んでいるので

さらなる学習ができます。 

 内容は豊富で種々の名前が登場します。次のようなタイ

トルが並びます。・ダーティネーム ・ビューティーネー

ム ・セクシーネーム ・ネガティブネーム ・ゴシック

ネーム ・デンジャラスネーム ・ダブルネーム ・ハッ

ピーネームなど。 

 二つ例を挙げます。ヘクソカズラの悪臭成分はメチルメ

ルカプタンで腐ったタマネギの臭いや口臭もこの成分です。

青カビチーズや白カビチーズのようなナチュラルチーズに

も微量のメチルメルカプタンが含まれていて特有の香りの

元になっています。 

 ヤブガラシはビンボウカズラとも呼ばれ、若葉にはピリ

ピリした辛味があり、藪に生える「からし」という説もあ

ります。同じ根っこから出たつるどうしは巻き付かないこ

とから「自他を認識している」ということでアレロパシー

が関与しているかもしれない。関東以北はすべて三倍体で

実を付けないが、中部以西には実を付ける二倍体が存在す

るそうです。 

 その他面白い話が多数で話題の種になります。（獏） 

 

月間ブックレビュー 
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会員異動 

＜3月度の会員異動＞ 

3月31日現在会員数158名 

月例会の開催が中止されました 

3月28日に開催予定の月例会は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の防止のため中止されました。 

会費納入先のご案内 

会 費：メール会員 3,000 円、郵送会員 4,000 円 

 

振 込 先：横浜銀行 戸塚支店（359）  

口座番号：普通預金 6174917 

      名  義：ＮＰＯ法人 全国森林インストラクター神奈川会  

          （エヌピーオーホウジン ゼンコクシンリンインストラクターカナガワカイ） 
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掲 示 板 

新型コロナウイルスの影響で活

動が休止状態です。いい季節に

まことに残念ですが、外出を控

え感染予防策をきちんと励行し

ましょう。（かじうら） 

編集後記 

週末は、自宅で映画やドラマを

見たり、過去に撮りためた植物

写真などを振り返って眺めてい

ます。外出が待ち遠しいですね。 

(松山) 


